
教室に笑顔を！ ～互いに学び合う、充実した授業づくり～

県北教育事務所では、未来を拓く子どもたちに「確かな学力」を身に付けさせるため、互
いに学び合う授業を大切にしています。子どもたちが互いに学び合うことにより、

○ 習得した知識・技能を活用する力が付き、思考力・判断力・表現力等を高めることが
できるようになります。また、知識・技能の定着が確かなものになります。

○ 友達との関わりを深め、共に学ぶ楽しさを実感し、思考を共有することで互いのよさ
に気付き、豊かな人間関係を育むことができるようになります。

この冊子では、こうした子どもたちの姿を実現するためのポイントや学習の基盤となるこ
とを具体的に示しました。

先生方の教室が「わかった！」「できた！」という子どもたちの笑顔、それを見て子ども
の成長を喜ぶ先生方の笑顔でいっぱいになる授業づくりの資料としてご活用いただければ幸
いです。
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